
1 .事業細目:保護水面管理事業

2.研究名:保護水面管理河川の環境調査

3.研究期間:昭和41年度 ~ 年度

予算額

予算区分

4.担当者:岡本、里井

水産課予算

国補

5.目的

保護水面におけるアユの産卵状況を把握するため、水質、底生生物調査を実施し、水質の評価

を行った。

6.方法

平成2年8月から11月にかけて保護水面8

河川の水質調査を毎月 1回実施した。また11

月に安曇川、知内)11、犬上川|の3河川|におい

て底生生物調査を実施した。

試料の採取と処理は、水質については河川|

の流心部で中層水を 5.1!のポリピンで直接採

取し、帰場後速やかに分析に供した。分析は

J 1 S法、上水試験法に従った。

底生生物は、 50cm四方のコドラートを用い

て、下流側に35メッシュの袋網を付け、流下

した底生生物を捕捉した。また砂礁に付着し

ているものについては、バケツに水をはり持

ち帰り、ピンセットで採取し、直ちに10%ホ

ルマリンで固定した。同定は後日「日本淡水

生物学J (川村多寅二)に従って行った。

7.結果の概要

1、水質(表1に水質調査結果を示す。)

本年度の各河川|の水質は、水産用水基準か

ら評価すると、 PHは各河川ともばらつきが

大きく、全月とも基準値内であったのは安曇

川と石田川だけで、姉川、天野川、犬上川に

ついては全月で基準値外であった。 DOは知

内川で9月に、姉川で8月に基準値以下であっ

た。 BODは、知内川で9月に、和迩川|で8・

9月に基準値を上まわった。 SSは、和迩川

で11月に基準値を大きく上まわったが、これ

は上流での河川改修工事のためと考えられる。

また窒素、リンについては、知内川で9月に

T-Nが3.62凹/.I!、また天野川で10・11月に

1.0凹/.I!を上まわった。リンについては知内

川|で9月にT-Pが0.828mg/.I!を示した。河川

の流量については、本年度は8月から 9月中

旬にかけて渇水が続き、アユの産卵に適当と

考えられる水量は確保されていなかった。ま

た9月中旬以降は台風等による大雨のため河

川流量が多くなるとともに、濁水がでたため

アユの産卵にとって良い状態とはいえなかっ

た。その後も流量の多い状態は11月まで続い

た。

2、底生生物

本年度は、底生生物についての調査は安曇

川、知内川、犬上川|の3河川について実施し

た。調査時期は9月中旬までの渇水、中旬以

降の増水のため例年よりかなり遅い11月7日

に行わざるを得なかった。しかし増水のため、

また時期が遅かったためか、底生生物の出現

数は非常に少なく水質階級を判定することは

できなかった。

以上、水質調査の結果から平成2年度保護

水面8河川の環境状況は、 8月から 9月中句

までの渇水、その後の増水によりアユの産卵

鮮化にとって、かなり厳しい状況であったと

考えられる。また和迩川は前年同様上流で工

事が行われており、犬上川でも台風19号の被

害により橋のかけ替え工事が行われていた。
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8.主 要 成 果 の 具 体的データー

表1 水質分析結果

河川名 安 曇 )11 石 国 }II fij 内 JiI 増 望豊 大 }II 

機取月日 8.自2 9.町 10.11 11.07 8.圃2 9.日7 1日.11 11.07 8.目2 9.師団.11 11.07 8.3'1 9.:ヨS 10.26 11.21 

水温 28.8 23.0 13.4 13.9 28.7 21.9 14.5 13.8 31.6 24.5 '''.4 13.9 32." 21.0 17.9 12.圃

流量 1.75 日.75 76.5圃 44.舗 目.11 0.06 6.1圃 15.4圃 日.56 0.28 3.99 11.10 自.鐙自.89 0.62 1.18 

pH 7.3 7.4 7.1 7.5 7.目 6.8 7.2 7.4 9.1 6.6 7.1 7.6 8.5 7.圃 7.5 8.1 

00 7.8 8.3 10.1 1日.目 8.1 8.2 10.圃 1曲.4 1白.8 4.5 9.9 9.7 8.8 8.2 9.9 11.3 

BOD ，.自 1.1 <0.5 <0.5 圃.9 1.2 <圃.5 日.6 1.日 6.2 8.5 目.6 1.2 日.4 岨.4 目.5

COD 1.4 1.4 日.5 1.0 3.2 1.3 1、由 1.4 2.2 7.3 自.8 1.2 2.5 1.8 2.1 2.5 

ss < 1 < 1 

ー
3 < 1 13 7 4 1 8 a 13 4 

NH.-N 《目.01 <0.01 目.03 <0.自1 日.圃2 <0.01 8.04 日.81 日.11 1.羽田.81 8.81 <0.81 唖.圃自 <0.圃1 <0.01 

NO.-N 日.四1!3<目.日目1 目.四!12<0.園田1 圃.O1113 0.園陸自.OO2<0.園田1 目.O1113 圃.047 日.白磁<0.園田1 日.自白目.回4<0.聞1 8.OO2 

NO.-N 目.14 8.18 0.29 圃.26 目.14 8.節目.52 日.48 日.12 8.16 日.54 8.42 咽.泊目.67 圃.41 日.43

Total-N 8.18 個.舗圃.36 圃.28 目.18 圃.範囲.61 日.50 日.41 3.62 8.67 圃.49 目.35 日.95 0.52 圃.52

PO.-p 自.鴎崎日.四M 自.圃13 8.圃1目 自.四116 8.81園田.日1司自.目11 IU06 0.3O5 8.箇あ 0.1lI!闘 自.圃11 圃.圃14 0.園田B目.舗蕗

Total-P 目.01晒由.圃18 8.051 個.自18 0.01自由.029 圃.阻24 自.鑑12 圃.圃17 日.828 由.011 目.016 自.圃16 圃.臨詮圃.町民自.1lI!槍

河川名 姉 }II 天 野 }II 犬 土 }II 相 湿 )11 

擬取月日 8.02 9.07 10.11 11.07 8.自2 9.07 18.11 11.07 8.睡2 9.07 1自.11 11.07 8.07 9.06 1目.19 11.06 

水温 29.5 28.日 15.3 14.3 28.4 27.圃 E目.4 16.6 24.8 24.8 19.4 17.6 34.2 舗.圃 18.9 18.4 

涜量 0.24 0.08 22.10 37.4111 喧.37 日.13 3.24 18.8圃 自.19 日.84 9.74 11.5圃 自.日1 自.04 圃.42 目.・12

pH 7.9 8.6 7.7 7.8 8.7 8.5 7.9 8.自 8.7 7.7 7.6 7.6 9.5 8.3 7.2 7.9 

00 5.9 1目.2 9.9 9.3 13.9 12.圃 1日.0 1日.1 13.4 8.7 8.8 8.5 12.6 9.7 9.量 9.2 

BOO 日.7 1.8 圃.6 日.7 日.8 1.3 自.6 自.9 1.圃 1.4 0.9 目.8 3.9 3.4 由.6 自.7

COD 1.6 2.4 1.2 2.5 2.圃 2.2 8.8 1.6 2.1l 2.由 1.7 1.5 5.8 5.4 2.7 3.9 

SS 3 3 4 25 3 4 < 1 2 5 1自 9 9 s 120 

NH.-N 目.田1 0.03 0.唖" <0.01 圃.節目.07 <8.圃1 白.01 日.16 圃.24 日.02 <0.01 自.圃2 <0.01 0.02 日.02

NO.-N 日.1lO6.1l.01固目.自由E 圃.OO2 目.圃!18目.042 8.1!04 0.回4 0.1lI!賂圃.目12 0.回4 圃.1lI!陸 日.1lI!I2 0.回1 目.凹4 8.1lI!悶

NO.-N 目.2園田.31 圃.50 0.47 日.26 0.24 1.駒田.67 圃.4回目.47 8.6圃圃.35 自.01 <0.日1 0.22 0.28 

Total-N 日.39 目.節目.鴎由.61 日.48 0.86 1.14 1.04 日.57 8.99 Il:沼田.54 自.35 圃.41 圃.27 日.32

PO.-P 日.日17 0.025 圃.圃19 Il.o:ヨ目 日.051 由.殴野田.臨16 圃.鹿沼 自.01自由.038 8.観問自.包9 圃.旬4 自.OIII3圃.闘3 0.023 

Total-P 日.制4 圃.061 日.027 圃.由51 自.腹話回.町18 8.031 圃.町F睡.1l27 0.町市自.臨語圏.制1 自.024 日.留1111.関9 由.殴淘

淡水温("C)、溺tI:(1・i'~財人 DO ・ BOD ・ COD.SS.N ， P(I咽IVIl

9.今後の問題点

底生生物採取時期の検討

10.次年度の具体的計画

本年度と同様に 水質、底生生物調査を継続実施する。
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